
首
都
圏
の
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る

「
よ
り
そ
う
、で
ん
き
」

首都圏向け料金プラン「よりそう、でんき」を、CMやポスター
により広くPRしています（写真はPR用ポスター）。

【受付時間】月曜日～金曜日 午前9時～午後5時まで
※祝日、年末年始（12/29～1/3）を除く

※本モデルの電気料金は消費税等相当額を含み、燃料費調整額および再生可能エネル
ギー発電促進賦課金は含みません。※年間おトク額は、月間おトク額を年間換算したもの
であり、実際の電気のご使用状況や燃料費調整額等により変動いたします。※東京電力の
料金プランは「従量電灯Ｂ」にて算定しています。※平成30年5月末日現在の料金単価によ
る比較です。※各種割引やポイント付与を含みません。
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当
社
は
２
０
１
８
年
１
月
、
首
都
圏

（
栃
木
県
、
群
馬
県
、
茨
城
県
、
埼
玉
県
、
千

葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
、
静
岡

県
の
一
部 ※

離
島
は
除
く
）
の
お
客
さ
ま
に

電
気
を
よ
り
お
得
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

料
金
プ
ラ
ン
「
よ
り
そ
う
、
で
ん
き
」
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。「
よ
り
そ
う
、

で
ん
き
」
は
、
２
０
１
６
年
4
月
か
ら
販
売

開
始
し
た
料
金
プ
ラ
ン
で
、「
電
気
を
お
得

に
使
い
た
い
」「
東
北
と
新
潟
を
応
援
し
た

い
」「
ふ
る
さ
と
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
」

と
い
う
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
契
約
容
量
が
６
k
V
A

以
下
で
、
会
員
制
W
e
b
サ
ー
ビ
ス
「
よ
り
そ

う
e
ね
っ
と
」
に
ご
加
入
い
た
だ
け
る
お
客

さ
ま
に
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
契
約
容
量

３
k
V
A
以
上
の
お
客
さ
ま
は
、ご
使
用
量
に
か

か
わ
ら
ず
、東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

株
式
会
社
の「
従
量
電
灯
B
」や「
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
S
」よ
り
も
、お
得
に
な
る
よ
う
電
力
量
料

金
単
価
を
見
直
し
ま
し
た
。ま
た「
よ
り
そ
う

e
ね
っ
と
」の
ご
利
用
で
、「
よ
り
そ
う
e
ポ
イ
ン

ト
」が
年
間
で
最
大
1
2
0
0
ポ
イ
ン
ト
貯
ま

り
ま
す
。現
在「
よ
り
そ
う
、で
ん
き
」に
ご
加

入
中
の
お
客
さ
ま
も
、新「
よ
り
そ
う
、で
ん
き
」

に
契
約
を
変
更
す
る
こ
と
で
、今
よ
り
も
お
得

に
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
当
社
は
今
後
も
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
、
お
選
び
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

関
東
圏
の
高
圧
・
特
別
高
圧
の

お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
に
〝
よ
り
そ
う
〞

 「
シ
ナ
ジ
ア
パ
ワ
ー
」

　
当
社
と
東
京
ガ
ス
株
式
会
社
は
、
２
０
１

５
年
10
月
に
「
株
式
会
社
シ
ナ
ジ
ア
パ
ワ
ー
」

を
設
立
し
、２
０
１
６
年
４
月
よ
り
、北
関
東

を
中
心
と
し
た
関
東
圏
の
高
圧
・
特
別
高
圧

さ
ら
な
る
成
長
に
向
け

「
東
急
パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
」へ
出
資

　
当
社
は
２
０
１
８
年
３
月
、
将
来
の
さ
ら

な
る
成
長
に
向
け
た
事
業
展
開
の
一
環
と
し

て
、交
通
や
都
市
開
発
、生
活
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
事
業
を
展
開
す
る
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会

社
の
１
０
０
％
子
会
社
、「
株
式
会
社
東
急

パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
」
に
出
資
（
出
資
比
率
は
、

東
京
急
行
電
鉄
が
66
・
７
％
、当
社
が
33
・
3

％
）し
ま
し
た
。

　
東
急
パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
は
、
２
０
１
６
年

４
月
の
電
力
小
売
全
面
自
由
化
以
降
、
東
急

線
沿
線
に
お
住
ま
い
の
お
客
さ
ま
を
中
心

に
、
電
力
の
販
売
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
出
資
に
よ
り
、

東
急
パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
が
保
有
す
る
豊
富
な

販
売
チ
ャ
ネ
ル
や
強
固
な
ブ
ラ
ン
ド
力
、

優
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
と
、
当
社
が
こ

れ
ま
で
電
気
事
業
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
首
都
圏
の
お
客
さ
ま
に
よ

り
い
っ
そ
う
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

東
急
線
沿
線
に
安
定
し
た

電
気
の
サ
ー
ビ
ス
を

株
式
会
社 

東
急
パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ

　
代
表
取
締
役
社
長  
村
井 

健
二 

様

■「よりそう、でんき」モデル料金比較

「より、そう、ちから。」を

カタチに

の
お
客
さ
ま
向
け
に
電
力
販
売
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
シ
ナ
ジ
ア
パ
ワ
ー
で
は
、両
社
の
事
業
ノ
ウ
ハ

ウ
と
競
争
力
の
あ
る
電
源
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
な

ど
の
強
み
を
生
か
し
、お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
す
る
提
案
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、
シ

ナ
ジ
ア
パ
ワ
ー
の
事
業
展
開
で
培
っ
た
新
た
な

知
見
は
、
東
北
6
県
お
よ
び
新
潟
県
の
お
客
さ

ま
向
け
の
料
金
メ
ニ
ュ
ー
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に

も
生
か
し
、
お
客
さ
ま
に〝
よ
り
そ
う
〞
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

首都圏のお客さまにも
より充実したサービスを

　首都圏のご家庭向けの料金プラン「よりそう、でんき」のリニューアル、
東京ガス株式会社と共同で設立した「株式会社シナジアパワー」を通じての

関東圏の高圧・特別高圧のお客さま向けの電力販売、
東急グループの新電力「株式会社東急パワーサプライ」への出資など、

当社は常に、成長に向けた新たな事業機会を追求しています。

▽ 

成
長
に
向
け
た
新
た
な
事
業
機
会
を
追
求
す
る  

◎ 

東
北
・
新
潟
域
外
で
の
電
力
販
売

む
ら
い
　
　
け
ん
じ

　
当
社
は
、
２
０
１
６
年
４
月
の
電
力
小
売
全
面
自
由

化
を
受
け
て
、
家
庭
向
け
に「
東
急
で
ん
き
」の
提
供
を

開
始
し
ま
し
た
。主
に
東
急
線
沿
線
の
生
活
者
の
み
な

さ
ま
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
が
特
徴

で
、
お
申
し
込
み
件
数
は
東
急
線
沿
線
コ
ア
エ
リ
ア

1
5
0
万
世
帯
の
10
％
、
約
15
万
件
に
な
り
ま
す（
２
０

１
８
年
５
月
末
）。順
調
な
顧
客
獲
得
の
背
景
に
は
、
こ

れ
ま
で
鉄
道
を
は
じ
め
不
動
産
、百
貨
店
、C
A
T
V
、ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
、
東
急
グ
ル
ー
プ
が
沿
線
の
お
客

さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
と
考

え
ま
す
。お
客
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
生
活
サ
ー

ビ
ス
群
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、自
然
な
流

れ
で
選
択
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
東
北
電
力
か
ら
出
資
や
電
力
供
給
を
い
た
だ

く
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
に
よ
り
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
電
気

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
顧
客

獲
得
に
も
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。協
業
に
あ
た

り
、
東
北
電
力
の
各
現
場
で
は
、
昼
夜
問
わ
ず
電
力
の

「
安
定
供
給
」
を
使
命
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
そ

う
と
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。当
社
は
、

そ
の
大
切
な
電
気
を
分
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
識
を

持
ち
、寄
り
添
い
合
う
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ご不明な点や資料請求は、
東北電力コールセンターまで！

0120-175-028○R



▽ 

成
長
に
向
け
た
新
た
な
事
業
機
会
を
追
求
す
る  

◎ 

電
力
・
燃
料
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
・
海
外
事
業
・
ガ
ス
事
業
の
展
開

岩手中部（金ケ崎）工業団地に増設したLNG 共同サテライト設備

ユアテックが電気設備等を受注して、ユアテック
ベトナムに施工を業務委託したタイビン１石炭火
力発電所（ベトナム国）

建設工事が進むランタウ・デダップ
地熱発電所（インドネシア共和国）

　
電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
の
進
展
に
よ

る
市
場
取
引
の
拡
大
な
ど
を
見
据
え
、「
東

北
電
力
エ
ナ
ジ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式
会

社
」
を
２
０
１
７
年
６
月
に
設
立
し
、
２
０

１
８
年
４
月
よ
り
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
電
力
取
引
市
場
や
燃
料
先
物

の
活
用
に
よ
る
統
合
的
な
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

を
行
う
な
ど
、
新
た
な
事
業
領
域
に
積
極

的
か
つ
先
見
的
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
取

引
の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
獲
得
・
蓄

積
し
て
い
く
こ
と

で
、
事
業
リ
ス
ク

を
的
確
に
管
理
す

る
と
と
も
に
、
収

益
力
の
さ
ら
な
る

強
化
を
図
り
、
将

来
の
成
長
・
発
展

に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

28 NOW 2018

電
力
と
燃
料
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を

行
う
新
会
社「
東
北
電
力
エ
ナ
ジ
ー

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」を
設
立

企業価値の向上に努め
さらなる成長に挑戦

企業価値の向上に努め
さらなる成長に挑戦

　当社は、企業グループの経営資源を生かし
「海外事業」や「ガス事業」の分野にも力を入れています。

東南アジアにおける発電事業の拡大、
ガス供給と電力供給とのトータルエネルギーソリューションサービスの充実、
トレーディング新会社の設立など、お客さまのニーズにお応えするため、

これからも、企業価値の向上に努め、
地域とともに成長する企業グループを目指します。

　当社は、企業グループの経営資源を生かし
「海外事業」や「ガス事業」の分野にも力を入れています。

東南アジアにおける発電事業の拡大、
ガス供給と電力供給とのトータルエネルギーソリューションサービスの充実、
トレーディング新会社の設立など、お客さまのニーズにお応えするため、

これからも、企業価値の向上に努め、
地域とともに成長する企業グループを目指します。

日
系
企
業
の
信
頼
を

海
外
で「
か
た
ち
」に

有
限
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
ベ
ト
ナ
ム

　
社
長  

芳
賀 
喜
美
男

「より、そう、ちから。」を

カタチに

は
が
　
　
　 
き
み
お

　
ユ
ア
テ
ッ
ク
は
、１
９
９
５
年
に
ベ
ト
ナ
ム
で
の
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
よ
り
現
地
に
密
着
し
た
体
制
と

す
る
た
め
、２
０
１
１
年
に
現
地
法
人
「
ユ
ア
テ
ッ
ク
ベ

ト
ナ
ム
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　
ユ
ア
テ
ッ
ク
ベ
ト
ナ
ム
の
事
業
は
、日
系
の
製
造
業

を
施
主
と
す
る
工
場
の
電
気
、空
調
・
衛
生
設
備
工
事

が
メ
イ
ン
で
す
。ユ
ア
テ
ッ
ク
が
受
注
し
た
日
本
の

O
D
A
工
事（
国
際
コ
ン
テ
ナ
港
、
空
港
、
橋
梁
、
火
力

発
電
所
）の
案
件
も
、
業
務
委
託
の
形
で
受
注
し
て
い

ま
す
。近
年
、
現
地
企
業
と
の
価
格
競
争
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、現
地
に
進
出
す
る
日
系
企
業
か
ら

の
当
社
へ
の
信
頼
・
期
待
は
大
き
く
、
特
に
品
質
、
工

期
な
ど
の
面
で
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ

は
、
事
業
開
始
以
来
、
日
本
式
の
考
え
方
や
管
理
の
仕

方
で
積
み
重
ね
て
き
た
実
績
へ
の
評
価
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。今
後
は
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
で
す
べ
て
の
業
務

を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
、き
め
細
か
な
日
本
式
の
仕
事

術
を
継
承
し
、実
行
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
近
隣
諸
国
で
は
ま
だ
開
発
途
上
の

国
も
多
く
、
当
社
の
よ
う
な
企
業
が
必
要
と
さ
れ
る
機

会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ベ
ト
ナ
ム
で
の
経
験
を
足
掛
か

り
に
、様
々
な
国
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、岩
手
中
部（
金
ケ
崎
）工
業
団
地

に
立
地
す
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
株
式

会
社
岩
手
工
場
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液
化
天
然
ガ

ス
）サ
テ
ラ
イ
ト
設
備
を
譲
り
受
け
、
２
０

１
７
年
４
月
よ
り
、同
工
場
に
天
然
ガ
ス
を

供
給
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、
同
工
場
に
隣

接
す
る
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
岩
手
に
も
天

然
ガ
ス
を
供
給
す
る
た
め
に
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
共
同

サ
テ
ラ
イ
ト
設
備
の
増
設
を
進
め
、同
年
12

月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え

す
る
た
め
、
電
力
供
給
に
加
え
ガ
ス
供
給
も

含
め
た
ト
ー
タ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
東
北
・

新
潟
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
多
様
化
や
高
効

率
化
等
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガ
ス
事
業
強
化
に
向
け

岩
手
中
部（
金
ケ
崎
）工
業
団
地
に

Ｌ
Ｎ
Ｇ
共
同
サ
テ
ラ
イ
ト
設
備
を
増
設

日
系
企
業
の

ア
ジ
ア
進
出
ニ
ー
ズ
に
応
え

積
極
的
な
事
業
を
展
開

　
近
年
、
日
系
企
業
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
へ

の
進
出
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
社

企
業
グ
ル
ー
プ
も
海
外
で
の
事
業
の
場
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ユ
ア
テ
ッ
ク
は
、
１
９

9
5
年
、
ベ
ト
ナ
ム
国
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
ベ

ト
ナ
ム
事
務
所
を
開
設
後
、よ
り
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
、
２
０
１
１
年
に
現

地
法
人
「
有
限
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
ベ
ト
ナ
ム
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
20
余
年
に
亘
り
日
系
企

業
の
電
気
・
空
調
設
備
工
事
を
中
心
に
受
注
・

施
工
し
、
２
０
１
６
年
に
は
２
カ
国
目
の
海

外
拠
点
と
な
る
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
（
ミ
ャ

ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
ヤ
ン
ゴ
ン
市
）」
を
開
設

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
日
系
企
業
の
現
地
進

出
案
件
の
獲
得
を
目
指
し
、
企
業
グ
ル
ー
プ

一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
な
事
業
展
開
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

当
社
初
と
な
る

海
外
地
熱
発
電
事
業
に

出
資
参
画

　
当
社
は
、
２
０
１
８
年
３
月
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
和
国
南
ス
マ
ト
ラ
州
の
新
規
地
熱

発
電
事
業
で
あ
る
「
ラ
ン
タ
ウ
・
デ
ダ
ッ
プ

地
熱
発
電
事
業
」
に
出
資
参
画
を
決
め
、
当

社
１
０
０
％
出
資
の
海
外
投
資
子
会
社
で

あ
る
ト
ー
ホ
ク
・
パ
ワ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
通
じ
、
同
事
業
に
お

け
る
持
分
の
10
％
を
取
得
し
ま
し
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
の
発
電
事
業
な
ら
び
に
海
外

で
の
地
熱
発
電
事
業
へ
の
出
資
参
画
は
、
当

社
と
し
て
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　
本
事
業
に
お
け
る
同
地
熱
発
電
所
（
合

計
出
力
９
・
84
万
kW
）
の
営
業
運
転
開
始

は
２
０
２
０
年
後
半
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
有
電
力
会
社
と
運
転
開

始
か
ら
30
年
間
の
電
力
売
電
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
で
、
長
期
に
わ
た
る
安
定
的
な

収
益
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
当
社
が

40
年
以
上
に
わ
た
り
国
内
で
培
っ
て
き
た

地
熱
発
電
技
術
の
知
見
・
経
験
を
生
か
す

こ
と
に
よ
り
、
発
電
所
の
安
定
稼
働
に
貢

献
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ユアテックベトナムが手掛けた、ハノイ市のホン川（紅河）にかかる世界
最大級の斜張橋「ニャッタン橋」

東京・丸の内で事業を開始した「東北電力 
エナジートレーディング株式会社」



企
業
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

水
力
発
電
所
の
新
規
開
発

東北・新潟の自然の力を
地域のエネルギーに

　再生可能エネルギーは枯渇する心配がなく二酸化炭素を排出しないため、
低炭素社会の実現に向けて、導入拡大への期待は大きくなっています。

東北・新潟には再生可能エネルギー資源が豊富に存在し、当社および企業グループでは、
水力・地熱・太陽光発電などの運用を行い、新規の開発計画についても積極的に取り組んでいます。

さらに水素製造に関する研究開発など再生可能エネルギーの導入拡大に向けた、
新たな研究開発にも挑戦しています。

　再生可能エネルギーは枯渇する心配がなく二酸化炭素を排出しないため、
低炭素社会の実現に向けて、導入拡大への期待は大きくなっています。

東北・新潟には再生可能エネルギー資源が豊富に存在し、当社および企業グループでは、
水力・地熱・太陽光発電などの運用を行い、新規の開発計画についても積極的に取り組んでいます。

さらに水素製造に関する研究開発など再生可能エネルギーの導入拡大に向けた、
新たな研究開発にも挑戦しています。
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当
社
企
業
グ
ル
ー
プ
の
東
北
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
株
式
会
社
は
、
２
０
１
６
年
６
月
か

ら
、
玉
川
第
二
発
電
所
（
出
力
１
万
４
６
０

０
kW
、
山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
）
の
新
規

開
発
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
山
形
県
の
荒
川
水
系
玉
川
は
河
川
流
量

が
豊
富
な
こ
と
に
加
え
、
河
川
勾
配
が
大
き

い
こ
と
な
ど
、
水
力
発
電
に
適
し
た
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
開
発
地
点
と
し
て

選
ば
れ
た
も
の
で
す
。今
後
も
安
全
を
最
優

先
に
建
設
工
事
を
着
実
に
進
め
、
早
期
の
運

転
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　
大
規
模
改

修
工
事
を
進

め
て
い
た
阿

賀
野
川
水
系

の
鹿
瀬
発
電

所
（
出
力
５

万
４
２
０
０

kW
、
新
潟
県

東
蒲
原
郡
阿

賀
町
）は
、２

０
１
７
年
９
月
よ
り
運
転
を
再
開
し
ま
し

た
。改
修
工
事
で
は
、
水
車
発
電
機
を
６
台

か
ら
２
台
に
見
直
す
と
と
も
に
、高
効
率
の

立
軸
バ
ル
ブ
水
車
を
採
用
し
、使
用
水
量
を

変
え
る
こ
と
な
く
、最
大
出
力
の
約
10
％
増

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、企
業
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
新
規
地

点
の
発
掘
お
よ
び
開
発
を
進
め
る
と
と
も

に
、既
存
の
水
力
発
電
所
で
は
老
朽
設
備
の

改
修
を
進
め
、水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
的

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

水
力
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た

大
規
模
改
修
工
事

　
当
社
は
、東
北
・
新
潟
の
豊
富
な
水
力
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、２
０
１
７
年
度
末
で

国
内
最
多
の
２
０
９
カ
所
、出
力
約
２
４
５

万
kW
の
水
力
発
電
所
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
世
界
最
大
級

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

　
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド

で
は
隣
接
す
る
太
陽
光
発
電
と
電
力
系
統

か
ら
の
電
力
を
用
い
て
、
年
間
最
大
９
０

０
ｔ
規
模
の
水
素
を
製
造
し
、
貯
蔵
・
供

給
し
ま
す
。
水
素
の
製
造
・
貯
蔵
は
、
水

素
需
要
予
測
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
市
場
に
お

け
る
水
素
需
要
予
測
に
基
づ
い
て
行
い
ま

す
。
ま
た
、
水
素
製
造
装
置
の
水
素
製
造

量
を
調
節
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
力
系
統

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
10
月
ま
で
に
本
シ
ス
テ
ム

の
建
設
を
完
了
さ
せ
、
試
運
転
を
開
始
、

２
０
２
０
年
７
月
ま
で
に
実
証
運
用
と
水

素
の
輸
送
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
２
０
１
８
年
８
月
、
当
社
と
国
立
研
究

開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）、
東
芝
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
お
よ
び
岩
谷

産
業
株
式
会
社
は
、
福
島
県
双
葉
郡
浪
江

町
に
お
い
て
世
界
最
大
級
と
な
る
１
万
kW

の
水
素
製
造
装
置
を
備
え
た
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
「
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
建
設
工
事
を
開
始

し
ま
し
た
。

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

大
き
な
期
待
を
担
う
発
電
所

　
山
形
県
小
国
町
の
荒
川
水
系
玉
川
で
は
、
飯
豊
連
峰
か

ら
の
豊
富
な
水
を
利
用
し
て
古
く
か
ら
電
源
開
発
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
開
発
工
事
を
進
め
て
い
る
玉

川
第
二
発
電
所
は
、こ
の
豊
富
な
水
量
と
玉
川
最
下
流
部

の
落
差
を
利
用
し
て
、
比
較
的
大
き
な
出
力
（
１
万
４
６

０
０
kW
）で
安
定
的
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が
可
能
な

こ
と
か
ら
、
地
域
の
貴
重
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
私
た
ち
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
小
国
町
は
豪
雪
地
帯
で
夏
の
暑
さ
も
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
天
候
、
河
川
状
況
の
監
視
な
ど
一
年
を
通
し
て
安
全

に
注
意
し
な
が
ら
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
工
事
に
伴
っ
て
敷
地
内

で
約
１
０
０
０
ｔ
の
伐
採

木
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
有
効
活
用
し
て
、
地
元

の
小
国
森
林
組
合
な
ど
の

協
力
を
得
て
公
園
に
置
く

ベ
ン
チ
や
集
会
所
で
使
う

本
棚
を
製
作
し
、
日
頃
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
元

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
会
の

夏
祭
り
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

東
北
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社

玉
川
第
二
発
電
所
建
設
所 

　
　 

所
長
　
内
田 
幸
志

■福島水素エネルギー研究フィールド完成イメージ

「より、そう、ちから。」を

カタチに

▽ 

成
長
に
向
け
た
新
た
な
事
業
機
会
を
追
求
す
る  

◎ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
推
進

大規模改修工事を終えた鹿瀬発電所

伐採木で製作した本棚や公園のベンチ う
ち
だ
　  
ゆ
き
も
と

玉川第二発電所は、有効落差66.8mを利用して水力発電を行う水路式発電所。導水路
などの土木工事が進められるとともに、本館新築工事も2018 年6 月に着工しました。

導水路掘削に使われている最新鋭のトンネルボーリン
グマシン（愛称「玉二郎」）



弘
前
大
学
と
共
同
で

Ａ
Ｉ
を
活
用
し

津
軽
弁
を
自
動
文
字
化

変化する事業環境を見つめ
ＩｏＴイノベーションを推進

　当社では、ＩｏＴやＡＩなどの新たな情報技術の進展による
事業環境の変化に先見的に対応し、

設備運用の高度化・効率化やお客さまサービスの
向上などにつながる取り組みを始めています。

また、将来の新規事業・新規サービスの創出や展開も視野に入れ
積極的な体制強化を進めています。

仙台市内の小学校に設置された蓄電池は容量 15kWh。平常時は太陽光
（出力 10kW）から発電した電力を施設内で自家消費することで CO2 削
減を図ります。災害時には自動的に自立運転モードに切り替わり、避難所
運営に必要な体育館の照明などに電力を供給します。

32 NOW 2018

　
２
０
１
８
年
２
月
、
当
社
は
、
弘
前
大
学

と
共
同
で
行
っ
て
き
た
人
工
知
能(

Ａ
Ｉ)

の

音
声
認
識
・
言
語
処
理
技
術
を
活
用
し
た
研

究
に
関
し
て
、通
話
音
声
デ
ー
タ
の
文
章
化

に
成
功
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。こ
の

研
究
は
、通
話
音
声
デ
ー
タ
の
文
章
化
と
自

動
要
約
を
行
い
、
そ
れ
が
実
用
的
な
文
章
と

し
て
理
解
可
能
か
評
価
・
検
証
を
行
っ
て
い

た
も
の
で
、津
軽
弁
の
音
声
デ
ー
タ
の
テ
キ

ス
ト
化
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
、今
後
は
津

軽
弁
を
正
確
に

標
準
語
に
変
換

で
き
る
か
、
引

き
続
き
研
究
を

行
っ
て
い
き
ま

す
。当
社
は
、
こ

れ
ら
の
成
果
を

お
客
さ
ま
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上

に
活
用
し
て
い

く
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
導
入
し

火
力
発
電
所
の
運
用
効
率
向
上
へ

入
に
向
け
た
２
項
目
の
検
証
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　
一
つ
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
技
術
の
活
用

と
し
て
、当
社
の
火
力
発
電
所
で
過
去
に
発
生

し
た
設
備
の
異
常
な
ど
運
転
デ
ー
タ
の
分
析

に
よ
り
、従
来
の
監
視
で
は
気
付
け
な
か
っ
た

設
備
の
異
常
兆
候
を
早
期
に
検
知
す
る
手
法

を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
の
活
用
と
し
て
、

設
計
上
の
熱
効
率
理
論
値
と
運
転
実
績
を
詳

細
に
比
較
し
て
熱
効
率
が
低
下
す
る
要
因
を

特
定
し
、
運
転
条
件
（
燃
料
・
空
気
・
水
の
投

入
量
な
ど
）を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
る
熱
効
率

の
向
上
効
果
を
検
証
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、２
０
１
９

年
度
中
に
当
社
の
す
べ
て
の
火
力
発
電
所
へ

の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お

り
、安
定
供
給
の
確
保
と
経
済
性
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
当
社
は
火
力
発
電
所
設
備
の
異
常
兆
候
の

早
期
検
知
や
さ
ら
な
る
運
用
効
率
の
向
上
に

向
け
、
東
芝
と
共
同
で
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
最
先
端
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導

減
に
向
け
、
仙
台
市
と
連
携
し
て
実
証
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
災
害
時
に
お
け

る
電
源
の
確
保
の
た
め
、
仙
台
市
が
市
内
の

避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
な
ど
に
太
陽
光
発

電
設
備
と
蓄
電
池
の
導
入
を
進
め
て
き
た
経

緯
を
踏
ま
え
、
そ
の
う
ち
25
カ
所
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
集
約
し
、
設
備
の
稼

働
状
況
な
ど
を
遠
隔
監
視
・
最
適
制
御
し
て

い
く
も
の
で
す
。

新
し
い
情
報
技
術
を
活
用
し

バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

　
当
社
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
た
な
情

報
技
術
の
活
用
に
よ
り
「
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー

プ
ラ
ン
ト（
Ｖ
Ｐ
Ｐ
:仮
想
発
電
所
）
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
ま
し
た
。Ｖ
Ｐ
Ｐ
と

は
、
自
治
体
や
企
業
、一
般
の
お
客
さ
ま
な
ど

が
保
有
し
て
い
る
発
電
設
備
や
蓄
電
池
、電
気

自
動
車
な
ど
、地
域
に
分
散
し
て
存
在
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
に
つ
い
て
、Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど

の
新
た
な
情
報
技
術
を
用
い
て
集
約
し
、一
つ

の
発
電
所
の
よ
う
に
機
能
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　
２
０
１
８
年
４
月
、
当
社
は
Ｖ
Ｐ
Ｐ
技
術

を
活
用
し
地
域
防
災
力
強
化
や
環
境
負
荷
低

「
仙
台
モ
デ
ル
」と
し
て

社
会
全
体
に
広
が
れ
ば

　
仙
台
市
で
は
、東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、

災
害
時
に
お
け
る
自
立
的
な
電
源
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
平
常
時
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
を
図
る
た
め
、
太
陽

光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム

を
、
２
０
１
７
年
度
ま
で
に
避
難
所
と
な
る
小
中
学

校
な
ど
１
９
６
カ
所
で
設
置
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
れ
ら
の
設
備
の
運
用
に
お
い
て
、
蓄
電

池
の
効
果
的
な
使
い
方
や
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
の
設

備
監
視
の
面
で
い
く
つ
か
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
東
北
電
力
よ
り
Ｖ
Ｐ
Ｐ
実
証

の
お
話
を
い
た
だ
き
、
課
題
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る

の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

　
蓄
電
池
に
つ
い
て
は
、
防
災
機
能
を
維
持
し
つ
つ

太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
活
用
や
施
設
の
電
力
需
要

に
応
じ
た
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
な
ど
に
よ
り
、
最
適
な
充

放
電
制
御
を
行
う
こ
と
で
、
蓄
電
池
の
長
寿
命
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
市
内
の
各
設
備
の
稼
働

状
況
や
故
障
発
生
の
状
況
な
ど
を
集
中
監
視
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
「
仙
台
モ
デ
ル
」
と

な
っ
て
他
都
市
で
の
課
題
解
決
策
と
し
て
波
及
し
、

社
会
全
体
の
電
力
の
需
給
調
整
に
も
寄
与
で
き
れ
ば

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

仙
台
市
ま
ち
づ
く
り
政
策
局 
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室

　
主
査 

前
田 
照
彦 
様 

（
左
）

■東北電力と仙台市の VPP 実証プロジェクト

「より、そう、ちから。」を

カタチに

▽ 

成
長
に
向
け
た
新
た
な
事
業
機
会
を
追
求
す
る  

◎ 

将
来
の
事
業
領
域
拡
大
に
向
け
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
追
求

弘前大学および当社による記者会見

ま
え
だ      
て
る
ひ
こ

　
主
事 

今
井 

由
佳 
様 
（
右
）

い
ま
い         

ゆ
か

仙台市内の小学校に設置された太陽光発電
設備

東北電力  

仙台市  

蓄電池 
監視制御サーバー 

通信端末 

  VPP技術による 
電力需給バランスの調整と、 
地域防災力強化などへの貢献 

仮想発電所
 

（バーチャルパワープラント：VPP）

 

太陽光発電 
リチウムイオン
蓄電池

再生可能 
エネルギー 

防災対応型太陽光発電システム
（指定避難所25箇所で実証予定）

 
 

充電 

放電 

充電 

放電 

充電 

放電 

充電 

放電 

天候情報 他 

 
 

、 
防災対応機能を維持しつつ

太陽光発電の余剰電力の有効活用、
電力使用量のピークシフト、
蓄電池の長寿命化を目指します

 


